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えずりながら大空へ舞

い上がる姿は、広く市

「 ヒ バ リ 」。

武蔵野の空 に舞 う、

入間市の花、木、鳥　　　　　（昭和56年４月制定）

市の花・・・・「茶の花」

市 の 特 産 物 で あ る

「 狭 山 茶 」 を 象 徴 す る

にふさわしい花である。

いる木であり、落葉樹

市の木・・・・「ケヤキ」

せ、夏には心地よい緑

で新緑の季節、紅葉の

市内に多く自生して

影と緑風を与える。

季節には人々を楽しま


